
町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

町のキャラクター
ミーナ

太陽と海と
緑豊かなまちづくり

http://www.town.minamichita.lg.jp/
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　11月13日（火）、大井保育所の園庭でミニ動
物園が開かれました。この日を待ちわびていた
園児たちは、やってきたポニーやヒツジの親子
に大興奮。  先生や友達と一緒に、なでたりえさ
をあげたりするのに夢中になっていました。
　最後はポニーの背中に乗って記念撮影をし、
園児らは動物とのふれあいを満喫した様子で
した。

●衆議院議員総選挙

●災害時要援護者支援制度を始めます

●救急車の適正利用について

●知多南部クリーンセンターの年末年始の業務日程

●工業統計調査にご協力ください

No.860



①
投
票
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
４

年
12
月
17
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
南
知

多
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
（
平
成
24
年
９
月

３
日
以
前
に
転
入
届
を
さ
れ
、
引
き
続
き
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
）

②
南
知
多
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
、
平
成
24
年
８
月
16
日
以
後
に
転
出
さ

れ
た
人
（
転
出
先
で
登
録
さ
れ
た
人
を
除
く
）

前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
、
平
成
24
年
９
月
４
日
以
後
に
南
知
多

町
へ
転
入
を
さ
れ
た
人

投
票
日

投
票
時
間

12
月
16
日(

日)

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

た
だ
し
、
篠
島
・
日
間
賀
島
地
区
は
午
後
７
時
ま
で

総選挙
日 本 を 決 め て い く

11月16日の衆議院解散により12月
16日（日）に衆議院議員総選挙が行われ
ます。

この選挙の結果は、今後の国政に大き
く影響する重要な選挙です。

みなさんの意見を国政に反映させ、豊
かで明るい社会を築くため、投票に出掛
けましょう。

最高裁判所裁判官国民審査

前
住
所
地
で
投
票
し
て
い
た
だ
く
人

南
知
多
町
で
投
票
の
で
き
る
人

投　　票　　場　　所

●あなたの投票所はこちらです
投票所入場券で確認のうえ、お出掛けください

内 海

山 海

豊 浜 高 浜

豊 浜 中 村

豊 浜 中 洲

豊 丘

大 井

片 名

師 崎

篠 島

日 間 賀 島

町公民館内海分館（内海サービスセンター）

山海ふれあい会館（旧山海小学校）

東部区民会館

豊浜小学校

旧中洲保育所

豊丘むくろじ会館（旧豊丘小学校）

大井公民館（師崎サービスセンター）

師崎中学校（体育館１階）

師崎小学校

篠島開発総合センター（篠島サービスセンター）

日間賀小学校

投　票　区



期
日
前
投
票
は
、仕
事
や
用
務
な
ど
の
た
め
、

投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
が
、
投
票
日

前
日
ま
で
に
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

投
票
す
る
際
に
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
の
う

え
、「
宣
誓
書
」に
投
票
日
当
日
に
行
け
な
い
理

由
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
印
鑑
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

※
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
に
つ
い
て
は
、

12
月
９
日︵
日
︶か
ら
で
す
。

選
挙
権
の
あ
る
人
に
は
、
投
票
所
の
入
場
券

を
ハ
ガ
キ
に
よ
り
郵
送
し
ま
す
。
投
票
の
際
、

投
票
所
の
受
付
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま

す
。
受
付
で
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
選
挙
権
の
あ
る
人
で
入
場
券
が
届
か

な
い
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

①
小
選
挙
区
選
挙
の
投
票
は
、
候
補
者
１
人

の
氏
名
を
は
っ
き
り
書
く

②
比
例
代
表
選
挙
の
投
票
は
、
一
つ
の
政
党

︵
政
治
団
体
︶名
を
は
っ
き
り
書
く

③
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は
、
や
め

さ
せ
た
方
が
い
い
と
思
う
裁
判
官
の
氏
名
の

上
の
欄
に
×
を
書
く

候
補
者
氏
名
、
政
党
（
政
治
団
体
）
名
以
外

や
、
余
分
な
こ
と
を
書
い
た
場
合
に
は
、
投
票

が
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
読
み
書
き
の
十
分
で
な
い
人
、
け
が

な
ど
で
字
が
書
け
な
い
人
は
、
代
理
投
票
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
、

投
票
所
の
係
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

衆議院議員
投 票 が 明 日 の

投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

イッピョウくん

指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
施
設
（
病

院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）
に
入
院
（
入
所
）
中

の
方
は
、そ
の
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

施
設
長
な
ど
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
一
定
の
程
度
を
超
え
る
障
が
い
の
あ

る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
、
郵
送
に
よ
り
不
在
者
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
投
票
用
紙

の
請
求
受
付
は
12
月
12
日（
水
）ま
で
で
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
は
公
示
日
に
は

投
票
で
き
ま
せ
ん

・
両
島
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
期
日

前
投
票
所
は
、
投
票
期
間
・
時
間
が
短
縮
さ
れ

て
い
ま
す

開
票
は
当
日
に
行
い
ま
す

開
票
は
、
12
月
16
日（
日
）午
後
９
時
15
分
か

ら
役
場
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(

役
場
総
務
課
内
　
内
線
２
１
２)

投
票︵
記
載
︶す
る
と
き
は

期日前投票の日程
地　　区 と　　　き と　こ　ろ

内　　　海
豊　　　浜
師　　　崎

12月５日（水）〜
12月15日（土）

午前８時30分〜午後８時

12月12日（水）〜
12月15日（土）

午前９時〜午後４時

12月12日（水）〜
12月15日（土）

午前９時〜午後４時

役 場

篠 島 開 発
総 合 セ ン タ ー

（篠島サービスセンター）

日間賀島公民館
（日間賀島

サービスセンター）

篠　　　島

日 間 賀 島



●
災
害
時
要
援
護

者
支
援
制
度
と
は

　

災
害
時
要
援
護
者
が
、
個
別

支
援
者
（
支
援
し
て
ほ
し
い
近

所
の
方
な
ど
）
や
地
域
支
援
者

（
地
元
区
・
自
主
防
災
会
・
消
防
団
・

民
生
児
童
委
員
の
方
な
ど
）
に
支

援
を
依
頼
し
、
町
に
登
録
申
請
を

し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
た
だ

し
、
自
分
の
情
報
を
個
別
・
地
域

支
援
者
に
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

町
は
、
申
請
に
基
づ
い
て
登
録

者
の
名
簿
（
登
録
台
帳
）
を
作
り
、

そ
の
名
簿
と
登
録
者
を
表
示
し
た

地
図
を
個
別
支
援
者
や
地
域
支
援

者
に
お
渡
し
し
ま
す
。

　

個
別
支
援
者
・
地
域
支
援
者
に

は
、こ
の
名
簿
や
地
図
を
使
っ
て
、

災
害
時
の
連
絡
や
、
避
難
が
迅
速

に
行
え
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
備

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
災
害
時
要
援
護

者
と
は

　

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
時
に
、
安

全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
や

避
難
先
で
の
生
活
を
続
け
る
こ

と
に
、
周
囲
の
支
援
が
必
要
と

想
定
さ
れ
る
方
を
い
い
ま
す
。

　

町
で
は
「
災
害
時
に
要
援
護

者
と
し
て
支
援
を
希
望
す
る
」

方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

●
登
録
さ
れ
た

方
へ

　
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と

い
う
意
識
を
常
に
持
ち
ま
し
ょ

う
」

　

こ
の
制
度
の
登
録
に
よ
り
、

必
ず
誰
か
が
助
け
て
く
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
制

度
は
善
意
と
地
域
の
助
け
合
い

に
よ
る
支
援
で
す
の
で
、
個
別
・

地
域
支
援
者
が
責
任
を
負
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
援
者

で
あ
る
近
所
の
人
々
も
、
災
害

時
に
ど
の
よ
う
な
状
況
に
い
る

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識

を
常
に
持
ち
ま
し
ょ
う
。

●
地
域
の
み
な
さ

ん
へ

　
こ
の
制
度
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
成
り
立

つ
も
の
で
す
。

　
支
援
は
善
意
と
地
域
の
助
け

合
い
に
よ
る
も
の
で
、
責
任
を

伴
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ぜ
ひ
、
個
別
支
援
者
・
地
域

支
援
者
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
災
害
時
に
お
願

い
す
る
こ
と

個
別
支
援
者

 

・
自
身
と
家
族
の
安
全
が
確
認
で

　

き
た
ら
、
要
援
護
者
の
安
否
を

　

確
認
す
る

 

・
要
援
護
者
へ
地
域
の
災
害
情
報

　

を
伝
え
、
避
難
が
必
要
な
場
合

　

は
そ
の
手
助
け
を
す
る

 

・
地
域
支
援
者
へ
要
援
護
者
の
避

　

難
状
況
を
伝
え
る

地
域
支
援
者

 

・
自
身
と
家
族
の
安
全
が
確
認
で

　

き
た
ら
、
必
要
に
応
じ
て
個
別

　

支
援
者
の
活
動
を
援
助
す
る

 

・
個
別
支
援
者
か
ら
得
た
要
援
護

　

者
の
現
況
（
避
難
状
況
な
ど
）

　

を
取
り
ま
と
め
町
へ
報
告
す
る

H24.12.1 4

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
を
始
め
ま
す

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
を
始
め
ま
す

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
を
始
め
ま
す

地
域
の
助
け
合
い
か
ら
速
や
か
な
災
害
支
援
を

申請場所
　福祉課
　保健介護課
　各サービスセンター
問合せ
　福祉課社会福祉係
　（内線 121）

災害時要援護者
高 齢 者

障がい者

乳 幼 児

外 国 人
難病患者

妊 産 婦



H24.12.15

・すぐに禁煙しようと考えていること
・ニコチン依存症判定テスト（TDS）の結果、5点以上と診断されていること
・ブリクマン指数（1日の喫煙本数×喫煙年数）が200以上であること
・治療方法に関しての文章を読み、治療に関する承諾をすること

　高齢者を対象に公費助成によるインフルエンザ予防接
種を行っています。希望される方は、下記の期間内まで
に予防接種を受けてください。
対　　象
南知多町に住所があり、次のいずれかに該当する方
①接種日において満６５歳以上の方
②満６０歳以上６５歳未満で、心臓・じん臓・呼吸器な
　どに障害のある方
接種期間　11月1日（木）～12月26日（水）
接種回数　期間内に１回
自己負担金　1,000円　※生活保護費受給者は無料です。
申 込 み　右記医療機関で予約してください。

● タバコに火をつける前に、まず灰皿を探す
● 歩きながら吸わない
● 食事の時は全員が食べ終わるまで待つ
● 吸わない人（特に乳幼児・子ども・妊婦）のいる部屋では吸わない
● 未成年者の見本になっているということを忘れない

　右記の条件を満たし、
医師が必要と認めた場合、
一定期間の禁煙治療に
健康保険が使えます。
※外来受診のみ

No.299

自分にあった禁煙方法

禁煙外来

喫煙者から同じ喫煙者へ伝えたいマナー

・喫煙本数が多い人
・禁煙する自信がない人
・過去に禁煙して禁断症状が強かった人
・意志が弱いなど、禁煙が難しい特性を有する人
・薬剤の選択など、禁煙に当たって医師の判断を
  必要とする人

・喫煙本数が少ない人
・禁煙する自信が比較的ある人
・忙しくて医療機関を受診できない人
・保険適用の条件を満たさない人

医療機関で禁煙治療を受ける 薬局・薬店でニコチンパッチや
ニコチンガムを使う禁煙方法

おすすめ
の

タ イ プ

禁煙治療に
保険が使えます！
禁煙治療に

保険が使えます！

インフルエンザ予防接種はお済みですか? ■実施医療機関
医療機関名 住　　所 電話番号

水 野 医 院
大岩医院（内海）
上 床 医 院
大岩医院（豊浜）
南 知 多 病 院
白 井 医 院
夏 目 医 院
日間賀島診療所
知多厚生病院附属篠島診療所
知多厚生病院

内海字北向 93-2
内海字亥新田115-1
豊浜字中村 23-1
豊浜字上大田面 12-1
豊丘字孫廻間 86
師崎字向島 1
大井字江崎 24
日間賀島字東側 123
篠島字神戸 301-1
美浜町大字河和字西谷 81-6

62-0233
62-0138
65-0604
65-0184
65-1111
63-0029
63-0335
68-2345
67-2267
82-0395

問合せ　保健介護課 (内線 511 ～ 514)

有効な治療法を知っていますか？



救
急
救
命
士

　
近
ご
ろ
、
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
を
耳
に
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　
実
は
、
度
重
な
る
救
急
要
請
の
た
め
、
３
台
の
救

急
車
が
す
べ
て
出
動
し
て
し
ま
う
こ
と
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

●
職　
　
種　
消
防
職
員

　
　
　
　
　

  （
救
急
救
命
士
）

●
募
集
人
員　
１
人

●
受
験
資
格

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
平
成
25
年
３
月
ま
で
に
専
門

学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
し
、

救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る
方

ま
た
は
見
込
み
の
方

※

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
お
よ

び
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格

条
項
に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

●
試
験
内
容

第
一
次

　
試
験
科
目

　
　

一
般
教
養
、
作
文
、

　
　

適
正
検
査
、
体
力
測
定

　

と　
き

　
　

平
成
25
年
１
月
20
日
（
日
）

　
　

午
前
９
時
30
分
集
合

　
と
こ
ろ

　
　
知
多
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部

第
二
次

　
試
験
科
目 

　
　

面　

接

　

と　
き 

　
　

平
成
25
年
２
月
予
定 

●
受
付
期
間

　

12
月
３
日
（
月
）〜
21
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　

分※

土･

日
を
除
く

●
申
込
み　

次
の
書
類
を
本
人
が
総
務
課
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
郵
送
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

・受
験
申
込
書

・履
歴
書

・卒
業（
見
込
み
）証
明
書

・成
績
証
明
書

・免
許
資
格
取
得（
見
込
み
）証
明
書

・健
康
診
断
書

●
問
合
せ

　

知
多
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　

総
務
課　
☎ 

6
4-

0
1
2
0
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　救急搬送された人の約４割は、入院を必要
としない、軽症者です。 
　このままでは、１分１秒を争う生命の危険
にある、本当に救急車が必要な人への対応が
遅れてしまいます。 

　残念ながら、過去には本当に救急車が必要であった
のか、疑問な救急要請もありました。

　このように、緊急性がなく自分で病院に行ける場合、
タクシー代わりに救急車を呼ぶことはやめましょう。

その救急車、本当に必要ですか？その救急車、本当に必要ですか？その救急車、本当に必要ですか？その救急車、本当に必要ですか？
～救急車の適正利用について～

平
成
２５
年
度
4
月
1
日
採
用

知
多
南
部
消
防
組
合 

救
急
救
命
士 

募
集

暮
ら
し
を
守
る

知
多
南
部
消
防
組
合
で
す

☎
6
4-

0
1
1
9

・風邪をひいた
・歯が痛む
・軽い打撲やかすり傷
・診察の予定日なので病院へ
  連れて行ってほしい 

・意識がない 
・呼吸をしていない 
・胸が痛み、冷や汗が出る 
・血が止まらない
・突然の激しい頭痛……など 

消防署では、病院の照会も行っていますので、
ご相談ください。

救急車の適正利用に
ご協力を！！

本当に必要
ですか

ただし、このような場合には、迷わず救急車を呼んでください。
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優
秀
防
火
作
品
を

　
　
　
紹
介
し
ま
す

優
秀
防
火
作
品
を

　
　
　
紹
介
し
ま
す

優
秀
防
火
作
品
を

　
　
　
紹
介
し
ま
す

内海小６年　山本 ゆい
やまもとおかだ　  あ　みおおにし　  ゆう

篠島小５年　岡田 彩実日間賀小６年　大西　優

内海小５年　柴田 紗妃 師崎小５年　宮川 惟愛
みやがわ　ゆいとしばた　  さ  きひらお　  たかきさらい　  あやの

豊浜小６年　平尾 隆季大井小６年　澵井 彩乃

　

知
多
南
部
消
防
組
合
で
は
、
町
内
の
各
小
学
校
５
・
６
年
生
で
結

成
さ
れ
た
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
防
火
作
品
（
ポ
ス
タ
ー
・
習
字
）
を

募
集
し
、
作
品
展
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
優
秀
だ
っ
た
作

品
を
、「
愛
知
県
防
火
作
品
展
」
に
出
展
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

応
募
総
数　

ポ
ス
タ
ー
の
部　

５
，
５
８
７
点　

 　
　
　
　
　
　
　
　

         

習　

字
の
部    

１
１
，２
９
３
点　

愛
知
県
防
火
作
品
展
表
彰

愛
知
県
消
防
設
備
安
全
協
会
理
事
長
賞
　
準
特
選

愛
知
県
知
事
賞
　
佳
作

（
ポ
ス
タ
ー
５
年
の
部
）
内
海
小
５
年　

佐
々
木 

里
穂

（
ポ
ス
タ
ー
６
年
の
部
）

愛
知
県
知
事
賞
　
入
選

（
習
字
５
年
の
部
）

愛
知
県
知
事
賞
　
入
選

（
習
字
6
年
の
部
）

応募総数　ポスターの部　１８７点　・　習字の部　３６９点

知多南部消防組合防火作品展表彰

知多南部危険物安全協会長賞 知多南部消防本部消防長賞

さ
さ
き  　
り　
ほ



住居手当 12 ,000円を超える家賃に応じて最高27 ,000円

運賃相当額の範囲内で支給

「知多南部消防組合人事行政の運営等の状況の公表に
関する条例」第５条の規定に基づき、平成23年度におけ
る知多南部消防組合の人事行政の運営等の状況について
次のように公表します。

管理者　山　下　治　夫

１.職員の任免及び職員数に関する状況
⑴職員の採用・退職の状況 ⑵職員数　　　　　
（平成23年4月2日～平成24年4月1日） （平成24年４月１日現在）

採　　用 ２　人
退　　職

職 員 数
７２人２　人

人事行政の運営等の状況をお知らせします平成23年度　 知多南部消防組合
☎64−0119

２.職員の給与の状況について
⑴人件費の状況（平成23年度一般会計決算）

３.職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴勤務時間の状況（平成24年４月１日現在）

４.職員の分限及び懲戒処分の状況（平成23年度）
⑴職員の分限処分の状況 ⑵職員の懲戒処分の状況

５.職員の服務の状況（平成23年度）
⑴服務制度に関する研修等の実施状況

地方公務員法に定められた組合職員としての義務を周知徹底し、随
時幹部連絡会議や通知文書により、服務規律の徹底を図っています。

※人件費には、特別職に支給される報酬が含まれます。

⑵職員給与費の状況（平成24年度一般会計予算）

⑵休暇の種類（平成24年４月１日現在）
年次有給休暇・産前産後休暇・育児時間・子の看護・介護・忌引・父母の追悼・
結婚・選挙権行使・証人等出頭・骨髄移植・ボランティア・住居滅失等・交通遮断・
危険回避・妻の出産補助・育児参加による子の養育・夏季休暇・リフレッシュ

⑵営利企業等への従事許可の状況

⑶育児休業等取得者数（平成23年度中に新たに取得した職員数）

⑶職員の初任給の状況（平成24年４月１日現在）

⑷職員の経験年数別・学歴別平均給料（平成24年４月１日現在）

⑸一般行政職員の級別職員数の状況（平成24年４月１日現在）

⑹職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成24年4月1日現在）

⑺昇給の状況（平成23年度）

⑻職員手当の状況（平成24年４月１日現在）

⑼特別職の報酬等の状況（平成24年４月１日現在）
区　　分 報酬の年額

勤務形態 開始時刻 終了時刻 勤　　務　　時　　間
毎日勤務者 8：30 17：15 ７時間４５分
交 替 制
勤 務 者 8：30 8：30

（翌日）
15時間30分　夜間勤務（22:00～1:00、
1:00～4:00、4:00～7:00）を交替で行っている

区　　分 報酬の日額
管　　理　　者 2 1 , 0 0 0 円
副　管　理　者 2 1 , 0 0 0 円
組　合　議　員 2 1 , 0 0 0 円
監査委員（識見） 2 3 , 0 0 0 円
監査委員（議員） 1 5 , 0 0 0 円
産　　業　　医 6 5 , 0 0 0 円

情報公開・個人情
報保護審査会委員 6 , 3 0 0 円※職員手当には退職手当は含まれていません。　

※採用試験に合格し、学校卒業後直ちに採用された者の初任給と、その者が２年後に受け
ることとなる給料額について掲げたものです。

住民基本台帳人口
管内人口（平24.3.31） 歳出額  Ａ 実質収支 人件費  Ｂ 人件費率

（Ｂ／Ａ）
43,759人 704,916千円 7,112千円 598,477千円 84.9%

区　　　分

区　分 経験年数10年～14年 経験年数15年～19年 経験年数20年～24年
大 学 卒 － 3 1 3 , 3 0 0 円 －
短 大 卒 － 2 9 1 , 9 0 0 円 －
高 校 卒

区　分
標準的な
職務内容
職員数
構成比

１級

係員

4人
5.6%

２級

係員

7人
9.7%

３級

主任

13人
18.1%

４級
係長
主任
37人
51.4%

５級
課長
補佐
2人
2.8%

６級
課長
主幹

課長補佐
4人
5.5%

７級
署長
課長
4人
5.5%

８級

消防長

1人
1.4%

計

72人
100%

2 3 9 , 4 0 0 円 2 8 6 , 7 0 0 円 3 2 3 , 2 0 0 円

期末・勤勉
手　　当

期　　末 勤　　勉
６ 月 期 1 . 2 2 5 月分 0 . 6 7 5 月分
12 月 期 1 . 3 7 5 月分 0 . 6 7 5 月分

計 2 . 6 0 0 月分 1 . 3 5 0 月
職務の級等による加算措置有り（勤勉手当については能力評価により加減算措置有り）

初　任　給 採用２年経過日給料額
一般行政職員（大学卒） 1 7 8 , 8 0 0 円 1 9 1 , 6 0 0 円
一般行政職員（短大卒） 1 5 8 , 7 0 0 円 1 7 5 , 6 0 0 円
一般行政職員（高校卒） 1 4 4 , 5 0 0 円 1 5 5 , 7 0 0 円

職員数
（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉

手当
給与費計
（Ｂ）

一人当たり
給与費(Ｂ/Ａ)

72人 297,788千円 52,795千円 109,585千円 460,168千円 6,391千円

区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一 般 行 政 職 員

区　　分
職　員　数（人）

昇 給 数 別 内 訳

０号給
１号給
２号給
３号給
４号給
６号給
８号給

合計
71人
－
－

１人
３人
53人
14人
－

3 4 4 , 5 5 2 円 4 0 2 , 9 4 5 円 4 5 . 5 歳

退職手当
自己都合 定年・勧奨

平成23年度中の
一人平均支給額 4 , 3 7 0 千円 2 9 , 8 6 5 千円

特殊勤務
手　　当

支給対象職員（23年度実績）

時 間 外
勤務手当

支給総額（23年度実績）

扶養手当

配 偶 者

借家・借間居住者者

1 3 , 0 0 0 円

配 偶 者
以　　外

１人 6 , 5 0 0 円（配偶者のない場合の１人目は
1 1 , 0 0 0 円）高校生・大学生などの子について
は上記の額に 5 , 0 0 0 円加算

1 3 , 3 3 2 千円
職員一人当たり支給年額 2 1 8 千円

全職員
職員全体に占める手当支給職員の割合 95.8％
支給対象職員一人当たり平均支給月額 2 , 7 9 0 円
手当の種類（手当数） ５手当
代表的な
手当の名称

支給額の多い手当
多くの職員に支給されている手当

潜水手当
火災手当・救急手当

通勤手当
交通機関利用者

自動車等の使用距離に応じて最高24,500円自動車等使用者

区　　分 男　　性
育児休業取得者数 ０人
部分休業取得者数 ０人

計 ０人

処分の種類 処分者数
休　　職 ０人
降　　任 ０人
免　　職 ０人

処分の種類 処分者数
免　　職 ０人
停　　職 ０人
減　　給 ０人
戒　　告 ０人

区　　分 許可件数
① 営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社その他の

団体の役員その他人事委員会規則で定める地位を兼ねるもの ０件

② 自ら営利を目的とする私企業を営むもの ０件
③ ①②を除き報酬を得て事業若しくは事務に従事するもの ０件

計 ０件



８.公平委員会の業務の状況（平成23年度）

６.職員の研修及び勤務成績の評定の状況について（平成23年度）
⑴ 研修の状況

７.職員の福祉及び利益の保護の状況（平成23年度）
⑴共済組合負担金

（地方公務員等共済組合法に基づく愛知県市町村職員共済組合に対する負担金）

⑵安全衛生管理体制
ア 安全衛生管理体制の概要

職員の安全の確保、健康増進などの諸施策を効率的に推進する
ため、知多南部消防組合職員安全衛生管理規程の定めるところに
より、総括安全衛生管理者（消防長）を組織の長とする安全衛生
管理体制を整備しています。

イ 職員健康診断

⑶職員の災害補償
ア 公務災害認定件数

⑵勤務成績の評定の概要

イ 通勤災害認定件数

ウ 公務災害基金負担金
（地方公務員災害補償法に基づく地方公務員災害補償基金に対する負担金）

ウ 健康指導等の実施状況
職員の健康の保持増進を図るため、健診結果に基づく事後管理、

一般疾病の予防、治療対策、心の健康問題について共済組合など
の相談窓口を活用し保健指導を実施している。なお平成20年度よ
り40才以上の職員のうち、指導該当者に対し特定保健指導を実施
しています。

※定期健康診断受診者は、第１回実施分（平成23年5月）を計上

※公平委員会の事務は、愛知県に委託しています。

研修区分
一般研修

職務に必要な基礎的
・共通的、知識・技能
・態度を習得する研修

研修名等
⑴内部研修 56人
・職員研修

⑵知多５町職員研修協議会 ５人
・係長研修

⑶市町村職員研修会 ２人
・オープンセミナー

専門研修
職務に密接に関係す

る知識及び技術を専門
的に学ぶとともに、社
会情勢の変化や新しい
行政課題に的確に対応
できる各種能力の向上
を図る研修

⑴市町村職員研修会 ５人
・課長補佐研修・クレーム対応研修
・プレゼンテーション研修・地方公務員法研修

派遣研修
より高度な専門的知

識や行政運営能力を養
成するために、愛知県
消防学校、消防大学校
などへ派遣する研修

消防大学校救急科 １人
愛知県消防学校 ６人
・初任科・警防科・火災調査科・救助科
・初級幹部科・はしご自動車等運用科　
愛知県外傷講習 １人

目 的
職員が現についている職において、勤務の実績並び

に執務に関連してみられた能力と適性に関する事項を
評定するとともに、職員の能力開発への活用に資する。

制 度 の 概 要
原則として、第３次評定者までの３人で、各職員に

与えられた評価項目の各評価要素について５段階で仮
評定し、仮評定の枠内で最終評定を決定する。

評 定 基 準 日 平成24年２月１日
評 定 期 間 平成23年２月１日～平成24年１月31日
対 象 者 全職員（派遣職員は除く）
実 施 者 数 72人

⑵その他研修機関 ６人
・気管挿管病院研修・２級陸上特殊無線技士養成講習・酸素

欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習・玉掛け技能講習

金　　額 １人当たりの負担額
9 5 , 3 3 8 , 8 5 3 円 1 , 3 2 4 , 1 5 1 円

検　診　名 受診者数

定期健康診断 72人
人 間 ド ッ ク 48人

16人
９人

28人
19人

24人
19人

４人
１人

健康管理区分（医療面）

区　　分

負傷

出勤途上 退勤途上 合　計
０

金　額
7 6 1 , 6 3 1 円

業務の種類
勤務条件に関する措置要求件数
不利益処分に関する不服申立ての状況

件　数
０ 件
０ 件

０ ０

自己職務
遂行中
1

出張中

0

その他

0

計

1

疾患
公 務 上 の
負傷に起因
す る 疾 患

0

職業病

0

その他公務
起因性の明
らかな疾病

0

計

0

合計

1

支援者数
動機付け支援 ６人 ①初回面接②６か月後評価
積 極 的 支 援 11人 ①初回面接②毎月電話又は通信での支援③６か月後効果測定及び評価

指　導　内　容

正常範囲 要観察 要精検 要医療

知多南部消防組合　平成24年度 予算執行状況をお知らせします
地方債の平成24年９月30日現在高

歳　出歳　入
一 般 会 計
(目的別内訳)

分担金
及び
負担金

予 備 費諸 収 入

公 債 費繰 越 金

総 務 費

消 防 費財産収入

議 会 費

予算額 収入済額 予算額 支出済額

1 2 3 4 5 1億 5億 10億23451億5億10億 1

予算現額　16億9,450万円
収入済額　13億5,795万2千円
収 入 率　　　　　　　51.5％

予算現額　16億9,450万円
支出済額　13億3,268万8千円
支 出 率　　　　　　　47.9％

(百万円) (百万円)

66万2千円
0円

1,776万6千円
738万3千円

6億5,526万6千円
3億1,519万1千円

2,022万4千円
1,011万4千円

58万2千円
0円

6億8,574万5千円
3億4,940万円

25万円
10万9千円

1万円
0円

300万円
711万1千円

549万5千円
133万2千円

使用料及び手数料

○ 土　　地 9 ,225 .62㎡
○ 建　　物 1 ,553 .91㎡
○ 基　　金 0円
○ 有価証券 0円

6 ,896万1千5百円

〔借入先別内訳〕

０円

全国自治協会（97.8％）
6,747万4千円

銀行等（2.2％）
148万7千5百円

知多南部消防組合の財産

一時借入金の現在高

平成24年９月30日現在
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　１１月６日（火）、師崎商工会が産業まつりで販売し
た中国の民芸品や食品の売上金28,200円を町に寄付し
ました。販売された商品は、水産加工場で働く中国人
実習生が取り寄せたものです。
　町の社会福祉に役立ててもらいたいと坂下和久会長ら
が役場を訪れ、石黒和彦町長に手渡しました。寄付金
は町社会福祉協議会を通じて活用されます。実習生の
通訳を務める于尚成さんは「商品が売れるか心配だった
がほぼ完売できた。寄付できてよかった」と笑顔。また、
石黒町長は「金額ではなく、気持ちがありがたい」と感
謝の言葉を述べました。

日中友好に一役

　１０月３１日（水）、町老人クラブ連合会長の相川富雄さん
が役場を訪れ、愛知県警察本部長・愛知県交通安全協会長
から感謝状が贈られたことを石黒和彦町長に報告しました。
　感謝状は連合会の日ごろの交通安全活動が認められたもの
で、相川会長は「今後も事故防止に努めたい」と力強く語り
ました。
　連合会は町内52の老人クラブで構成され、会員は5,499人。
年間を通じて交差点等での交通安全啓発活動に取り組んでい
ます。

町の交通安全に多大な貢献

　１１月３日（土・祝）、町内の景観を
楽しみながら歩く「第２回南知多町ウォ
ーキング大会」がありました。町内外か
ら家族連れや友達など、２００人が参加。
総合体育館をスタート地点に、７キロと
１１キロの２コースに別れて、浄土寺や
羽豆岬などを巡りました。参加者はコス
モスを眺めたり潮風を感じたりしながら、
さわやかな汗を流しました。
　前回は町制５０周年を記念した
イベントでしたが、今回はその好評
を受けての開催となりました。みな
さん来年もまた参加してくださいね。

秋の風情を感じてウォーキング秋の風情を感じてウォーキング

まちの話題をお知らせください。　企画課　広報担当（内線333）まで フォトニュース

いしぐろ かずひこ

いしぐろ かずひこ

さかした かずひさ

う しょうせい

あいかわ  とみお
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広 告

産業
　まつり
産業
　まつり

はしご車を体験！

大勢の人でにぎわいました

八百津煎餅贈呈

募金ありがとう

においにつられて

小物入れ作りに夢中
ステージイベント

第27回 114／ 日

せんべい

「第27回南知多町産業まつり」が豊浜漁港でありました。



職
種
・
募
集
人
員

①
保
育
士
（
延
長
保
育
）
　
１
人

②
保
育
士
　
　
　
　
　
　
　
５
人

③
調
理
員
　
　
　
　
　
　
　
１
人

雇
用
期
間

平
成
25
年
４
月
～
26
年
３
月

提
出
書
類

自
筆
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

①
②
保
育
士
証
（
写
し
）

勤
務
時
間

①
午
後
２
時
～
７
時

②
③
午
前
８
時
～
午
後
４
時
45
分

※
休
憩
１
時
間
・
週
５
日
勤
務

賃
金
な
ど

①
午
後
２
時
～
４
時
45
分

時
給
１
,
１
０
０
円

午
後
４
時
45
分
～
７
時

時
給
１
,
２
０
０
円
　
雇
用
保
険

加
入

②
時
給
１
,
１
０
０
円
　
社
会
保

険
ま
た
は
雇
用
保
険
に
加
入

③
時
給
８
５
０
円
　
社
会
保
険
ま

た
は
雇
用
保
険
に
加
入

申
込
み
提
出
書
類
を
お
持
ち
の

う
え
、
12
月
28
日（
金
）ま
で
に
役

場
福
祉
課
へ

面
接
試
験
後
日
連
絡

そ
の
他
勤
務
時
間
は
相
談
に
応

じ
ま
す
。

正
月
を
自
分
で
作
っ
た
し
め
な

わ
飾
り
で
迎
え
ま
せ
ん
か
。

と
き
12
月
22
日（
土
）
午
後
１

時
～
３
時

と
こ
ろ
豊
丘
む
く
ろ
じ
会
館

内
容
し
め
な
わ
飾
り
３
種
類
を

作
成

対
象
・
定
員
一
般
成
人
お
よ
び

小
学
生
以
上
の
親
子
15
人

講
師
し
め
な
わ
づ
く
り
サ
ー
ク

ル
「
暁
グ
ル
ー
プ
」

持
ち
物
ペ
ン
チ
、
は
さ
み
、
エ

プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

参
加
費
一
人
１，
０
０
０
円

（
材
料
費
）

※
当
日
に
集
め
ま
す
。

申
込
み
社
会
教
育
課
（
総
合
体

育
館
内
）

訪
問
販
売
や
通
信
販
売
な
ど
の

契
約
や
商
品
の
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重

債
務
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
に
、
専
門
の
消
費
生
活
相
談
員

が
対
応
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

と
き
12
月
20
日（
木
）
午
前
10

時
～
正
午
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
一
会
議
室（
１
階
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

へ
の
登
載
申
請
書
を
受
け
付
け
ま

す
。申

請
書
は
、
10
ア
ー
ル
（
約
一

反
）
以
上
の
農
地
を
経
営
し
て
い

る
世
帯
へ
お
送
り
し
ま
す
。
選
挙

資
格
が
あ
り
申
請
書
が
届
か
な
か

っ
た
方
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
資
格

町
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
（
平

成
５
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
人

⑴
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い

て
耕
作
の
業
務
を
営
む
人

⑵
⑴
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の

配
偶
者
で
耕
作
従
事
日
数
が
年
間

お
お
む
ね
60
日
以
上
の
人

⑶
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い

て
耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産

法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株

主
で
耕
作
従
事
日
数
が
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上
の
人

提
出
期
限

平
成
25
年
１
月
10
日（
木
）

生
活
で
お
困
り
の
こ
と
や
、
不

安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

障
が
い
の
種
別
や
問
題
の
大
き

さ
に
関
わ
り
な
く
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

必
ず
守
り
ま
す
。
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
12
月
11
日（
火
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
一
会
議
室（
１
階
）

※
相
談
日
に
ご
都
合
の
つ
か
な
い

方
は
、個
別
の
相
談
も
可
能
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
じ
ろ
う
☎
７
２
‐
６
４
６
４

メ
ー
ル：

soudan@
dune.ocn.

ne.jp

わ
っ
ぱ
る
　
☎
７
３
‐
３
２
０
１

メ
ー
ル：

soudan-co@
w

appa-
no-kai.jp

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

募
集

催
し

保
育
所
臨
時
職
員

福
祉
課

(

内
線
１
２
４) 役 場　 ☎ 6 5 − 0 7 1 1

FAX 6 5 − 0 6 9 4

し
め
な
わ
飾
り
教
室

社
会
教
育
課
☎
６
５
‐
２
８
８
０

案
内

消
費
生
活
相
談
窓
口

産
業
振
興
課

(

内
線
２
４
２)

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
に
つ
い
て

産
業
振
興
課

(

内
線
２
５
３)

障
が
い
の
あ
る
方
や

ご
家
族
の
巡
回
相
談

福
祉
課

(

内
線
１
２
３)



と
き
１
月
18
日（
金
）～
２
月
22

日（
金
）
毎
週
金
曜
日
の
全
６
回

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ
総
合
体
育
館

定
員
30
人

受
講
料
１，
０
０
０
円（
資
料
代
）

内
容

１
日
目
　
成
年
後
見
概
論

２
日
目
　
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

権
利
侵
害
の
状
況

３
日
目
　
法
定
後
見
の
申
し
立
て

手
続
き

４
日
目
　
財
産
管
理
と
身
上
監
護
Ⅰ

５
日
目
　
財
産
管
理
と
身
上
監
護
Ⅱ

６
日
目
　
後
見
人
の
実
務

講
師
弁
護
士
・
司
法
書
士
等

申
込
み
12
月
６
日（
木
）か
ら
知

多
後
見
事
務
所
へ

と
き
平
成
25
年
１
月
27
日（
日
）

と
こ
ろ
名
城
大
学
　
天
白
キ
ャ

ン
パ
ス

試
験
の
種
類
甲
種
・
乙
種
全
類

・
丙
種

願
書
受
付
期
間

12
月
10
日（
月
）～
19
日（
水
）

※
願
書
は
予
防
課
に
あ
り
ま
す
。

募
集
学
生
の
種
類

―
教
養
学
部
―

科
目
履
修
生
（
６
か
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

全
科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学
し
、

卒
業
を
目
指
す
）

―
大
学
院
―

修
士
科
目
生
（
６
か
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

出
願
期
間

平
成
25
年
２
月
28
日（
金
）ま
で

※
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

海
外
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
感
染

症
が
あ
り
ま
す
。
年
末
年
始
に
海

外
旅
行
を
計
画
し
て
い
る
方
は
、

検
疫
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
旅
行

先
の
注
意
事
項
を
確
認
し
、
現
地

で
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

海
外
で
注
意
す
る
こ
と

・
水
や
氷
は
そ
の
ま
ま
飲
用
し
な

い・
加
熱
さ
れ
た
魚
介
類
・
肉
・
野

菜
は
時
間
を
置
か
ず
に
食
べ
、
果

物
も
切
り
た
て
の
も
の
を
食
べ
る

・
犬
や
野
生
動
物
と
の
接
触
を
な

る
べ
く
避
け
る

・
生
き
た
鳥
が
売
ら
れ
て
い
る
市

場
や
養
鶏
場
へ
は
む
や
み
に
訪
れ

な
い

・
虫
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
、
で
き

る
だ
け
皮
膚
の
露
出
を
減
ら
す

役
場

☎65−0711　FAX65−0694
 minamichita@town.minamichita.lg.jp

町税の休日収納窓口
と　き 12月９日（日）午前９時〜正午
ところ 役場税務課
問合せ　税務課徴収係（内線143・144）

12 月 の 納 税
◆町　県　民　税………第 ４ 期 分
◆国民健康保険税………第 ６ 期 分
◆納　　期　　限………12月25日(火)

口座振替制度ご利用の方は、指定された金融機関の口座から
引き落としいたしますので預金残高の確認をお願いします。

豊　浜
師　崎
篠　島
日間賀島

計

男 女 計 世帯数 10月中の異動

内　海

区分地区

人口と世帯数（住民基本台帳） 平成24年10月末現在

（　）内はうち外国人数　　　〈　〉内はうち外国人が世帯主の世帯数

町内の火災・救急・交通事故（平成24年10月）
火災・救急

火災件数 0件 ( 12件) 〈 ±0〉
うち建物 0件 ( 8件) 〈 ±0〉
救急件数 93件 ( 867件) 〈−49〉
うち急病 60件 ( 599件) 〈 −7〉

交通事故（速報値）
件　　数 15件 ( 53件) 〈 −6〉
死　　者 0人 ( 0人) 〈 ±0〉
重軽傷者 16人 ( 69人) 〈  ＋1〉

※(　)内は今年の累計
〈　〉内は前年同期との比較

▲
　

▲
　

　
▲

▲
▲

人
2 ,706

（008）
2 ,737

（066）
2 ,430

（053）
912

（020）
1 ,024

（000）
9 ,809

（147）

人
2 ,881

（046）
3 ,025

（132）
2 ,488

（026）
2 ,917

（004）
1 ,078

（001）
10 ,389
（209）

人
5 ,587

（054）
5 ,762

（198）
4 ,918

（079）
1 ,829

（024）
2 ,102

（001）
20 ,198
（356）

世帯
2 ,060

〈039〉 出生
9人

死亡
20人

転入
24人

転出
51人

2 ,152
〈180〉
1 ,832

〈063〉
2 ,626

〈019〉
2 ,644

〈000〉
7 ,314

〈301〉

成
年
後
見
サ
ポ
ー
タ
ー

研
修
講
座

知
多
後
見
事
務
所

☎
０
５
６
２‐３
９‐２
６
６
３

平
成
24
年
度
　
第
７
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

知
多
南
部
消
防
本
部
予
防
課

☎
６
４
‐
０
１
２
１

そ
の
他

放
送
大
学
４
月
入
学
生

募
集

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
２‐８
３
１‐１
７
７
１

海
外
渡
航
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年末の安全なまちづくり
県民運動

12月１日〜20日
重点
● ひったくり等街頭で発生

する犯罪の防止
● 住宅を対象とした

侵入盗の防止
● 自動車関連窃盗の防止
● 子どもと女性が被害者と

なりやすい犯罪の防止
● 振り込め詐欺の被害防止
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上記注意事項を遵守し、粗大ごみを搬入します

知多南部衛生組合管理者　様

当日は粗大ごみに限り受入となります。
※搬入される方は、下記の申請書（コピー可）に必要事項を記入のうえ、当日お持ちください。

注意　・粗大ごみの受入時間は、午前８時45分から正午までです
・事業系粗大ごみについては、10㎏当たり120円の手数料が掛かります
・両町（南知多町、美浜町）以外の粗大ごみは、受入できません
・搬入の際、運転免許証等で本人確認をさせていただくことがあります
・テレビ、洗濯機、衣類乾燥機、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、パソコン、漁具、農機具、産業機器などは、

受入できません

次の日曜日に粗大ごみをクリーンセンターで受入します
12月16日、平成25年２月24日

粗 大 家 電

粗 大 可 燃

粗 大 資 源

◇搬入する粗大ごみ ※該当するものに○を付してください。

申 請 者

平成24年12月16日(日)　実施の粗大ごみ搬入申請書

住　　　　所

氏　名

自転車、ファンヒーター、スチール製事務机、米びつ、ミシン その他

木製家具類、布団、畳、じゅうたん、マットレス、ソファー

ビデオデッキ、扇風機、掃除機、電子ジャー、マッサージ機

（事業者の
方は社名、
代表者名）

南知多町大字　　　　　字

電話番号

切 り 取 り

受付番号

問合せ
知多南部衛生組合　☎６２−０４０２
役 場 環 境 課　☎65−0711（内線131）



年末のクリーンセンターへのごみの持ち
込みは、大変な混雑が予想されます。

渋滞の際には、収集業者・事業者を優先します
ので、しばらくお待ちいただく場合があります。
家庭から出た可燃ごみは、できる限り各地区の集
積所に出してください。

火葬業務
１月１日および友引は休みです。

問合せ 知多南部クリーンセンター
☎ 6 2 − 0 4 0 2

収集日程表

○

休　み○

◎ ◎ ◎ △ ◎ □

○

○

○

火 水木 木金 金土 土日 月
27日 28日 29日 30日 31日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日

12　月 １　月

可燃ごみ収集
月水金収集地区

可燃ごみ収集
火木土収集地区

ク リ ー ン
セ ン タ ー
持　込　み

クリーンセンターの　 ◎　午前８時45分〜正午　午後１時〜４時15分
搬入受入時間　　　　　△　午前８時45分〜正午　午後１時〜３時

□　午前８時45分〜正午

知多南部クリーンセンターの年末年始の業務日程
お知らせします

穴の開けていないカセットボンベは、作業員
の処理中に破裂・発火の恐れがあり、非常に危
険を伴います。安全のため、スプレー缶と同じ
ように必ず穴を開けて出してください。穴を開
ける道具は、ホームセンターなどで販売されて
います。

クリーンセンターに運ばれた約1,000個の
スプレー缶、カセットボンベ（１週間分）

このように穴を。
開けてください。

カセットボンベは
必ず穴を開けて出してください

12
月
は
暖
房
機
器
の
使
用
や
自

動
車
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、
地

球
温
暖
化
の
原
因
物
質
で
あ
る
二

酸
化
炭
素
や
大
気
汚
染
物
質
で
あ

る
窒
素
酸
化
物
等
が
多
く
排
出
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
冬
季
は
大
気
が
安
定
し

て
い
る
た
め
、
汚
染
物
質
が
拡
散

し
に
く
く
な
り
、
一
年
で
最
も
空

気
が
汚
れ
や
す
い
季
節
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に

配
慮
し
た
生
活
を
心
が
け
「
大
気

汚
染
防
止
」
・
「
地
球
温
暖
化
防

止
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る
エ
コ
ラ
イ
フ
の
例

・
暖
房
は
19
度
を
目
安
に
設
定

・
照
明
や
電
化
製
品
は
こ
ま
め
に

ス
イ
ッ
チ
を
消
す

・
車
の
運
転
で
は
無
用
な
ア
イ
ド

リ
ン
グ
や
急
発
進
急
加
速
を
避

け
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
る

・
移
動
に
は
公
共
交
通
機
関
や
自

転
車
を
利
用
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ケ
ー
ス
１

「
社
会
保
険
庁
」
の
職
員
と
名
乗

る
者
か
ら
、「
医
療
費
の
給
付
金

が
戻
る
の
で
手
続
き
を
す
る
よ
う

に
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
銀
行
口

座
番
号
等
を
聞
か
れ
、
近
く
の
Ａ

Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）
に
行

く
よ
う
指
示
さ
れ
て
、
現
金
を
振

り
込
ん
だ
。
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「
社
会
保
険
事
務
所
」
の
職
員
と

名
乗
る
者
が
「
年
金
の
手
続
き
が

済
ん
で
い
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
手

続
き
を
し
て
あ
げ
る
が
、
手
数
料

が
必
要
」
な
ど
と
訪
問
し
て
き
た

た
め
、
現
金
を
渡
し
た
。
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こ
が
ポ
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・
日
本
年
金
機
構
は
、
銀

行
口
座
番
号
や
振
込
先
な

ど
を
電
話
で
聞
い
た
り
、
振

込
を
指
示
し
た
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん

 

・
日
本
年
金
機
構
は
、
手

数
料
と
称
し
て
現
金
を
お
預

か
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
代

わ
り
に
手
続
き
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん

 

・
社
会
保
険
庁
は
廃
止
し

て
お
り
、
従
来
の
社
会
保

険
事
務
所
は
年
金
事
務
所

と
な
り
ま
し
た

　
不
審
な
電
話
や

　
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は

 

・
で
き
る
だ
け
１
人
で
は
対
応
せ

ず
、
相
手
の
名
前
や
所
属
、
用
件

を
控
え
て
家
族
等
に
相
談
す
る

 

・
怪
し
い
な
と
感
じ
た
ら
、
口
座

番
号
等
の
個
人
情
報
を
話
し
た

り
、
現
金
を
支
払
っ
た
り
せ
ず
、

近
く
の
年
金
事
務
所
、
ま
た
は
警

察
へ
問
い
合
わ
せ
る
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　工業統計調査は、わが国の工業の実態を明ら
かにすることを目的とした重要な調査です。
　調査票に記入していただいた内容は統計法に
基づき秘密が厳守されます。正確なご記入をお願
いします。
　調査は平成２４年１２月３１日現在で行います。

企画課（内線332）

　児童・生徒にとって冬休みは年末年始でイベント
等も多く、非行に走るなどいろいろな問題の生じる
時期です。
　自分の子どもだけでなく、すべての青少年に温か
い目を向け、不良行為、事故を地域ぐるみで未然に
防止しましょう。

　口座振替をご利用の方は、指定された
金融機関の口座から引き落としいたします。
預金残高の確認をお願いします。

住
民
課
（
内
線
１
１
８
）

国
民
年
金
だ
よ
り

◇ 国民年金の保険料 ◇

11月分
納期限 １月4日（金）

　
現
金
を
だ
ま
し
取
る
「
不
審
な
電
話

や
訪
問
」
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

製造事業所の皆さまへ

工業統計調査に
ご協力ください

青少年の非行・被害防止
に取り組む県民運動
青少年の非行・被害防止
に取り組む県民運動

日
本
年
金
機
構
等
の
職
員
と
称
す
る

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

12月20日～平成25年1月10日

「非行の芽  はやめにつもう
みな我が子」

１２月中旬から１月にかけて
調査員がお伺いします。



うしろ だ

こ ます

生けるタヌキの貴重な写真
い

　知多半島南部には、かなりの数の野生のタヌキが生
息しているものと思われます。それは、南知多・美浜
両町とも年間数件のタヌキの遺骸を処理することから
わかります。かわいそうなことに、死因の多くは交通
事故によるものです。

　
　交通事故死したタヌキ　昨年12月　山海後田の路上
　頭胴長46cm、尾長16cmの雄で、ふかふかのきれい
な毛並みをしていました。
　ところで、私は生きている野生のタヌキの写真を撮
ったことがありません。キツネの方は10頭近く撮って
おります。
　理由は簡単です。キツネは仕掛けられた野犬捕獲器
に、時たま誤って入ります。入ってしまえば撮影は容
易です。ところがタヌキの方は野犬捕獲器に全く入ら
ないのです。なぜそうなのか少し調べてみましたがわ
かりません。ともあれ、生きているタヌキの写真を撮
るのは、難しいことはお分かり頂けたと思います。
　　　　　　　　　　　　その撮影困難で貴重な写真
　　　　　　　　　　　を頂きました。本年６月半ば
　　　　　　　　　　　頃、内海小枡の護岸道路上に
　　　　　　　　　　　１匹のタヌキが現れました。
　　　　　　　　　　　柴犬くらいの大きさでした。
　　　　　　　　　　　それを近くに住んでみえる方
　　　　　　　　　　　がカメラに納めました。その
　　　　　　　　　　　方は動物大好き人間で、タヌ
　　　　　　　　　　　キの方も警戒心を緩めたので
　　　　　　　　　　　しょう。
　　　　　　　　　　　←愛らしい顔　小枡のタヌキ

　　　プラスチックの容器にじゃれる小枡のタヌキ
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日30
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天皇誕生日

振替休日

粗大ごみ収集
健康なんでも相談
障がい者巡回相談
心配ごと相談

（篠島）
（保健センター）
（役場）
（町公民館）

消費生活相談 （役場）

（山海）

町長対話室 （役場）

粗大ごみ収集

7：00～8：15
9：30～10：30
13：30～16：00
14：00～16：00

町税休日収納窓口

文化講演会

（役場）

（総合体育館）

9：00～12：00

粗大ごみ収集

衆議院議員総選挙投票日

（日間賀島）
　

8：00～9：00

　7：00～20：00
（篠島・日間賀島は7：00～19：00）

7：00～11：00

心配ごと相談 （町公民館内海分館）

13：30～16：30成年後見巡回相談

役場仕事納め

（役場）

14：00～16：00

10：00～12：00

13：00～16：00

9：00～11：30

広 告


